
 

 

［成果情報名］新たなライフスタイル「半農半 X」を提案する移住シミュレーションツールの開発 

［要約］開発したシミュレーションツールは、個々のライフプランや新たなライフスタイル

「半農半 X」を含めたキャッシュフローを「見える化」することにより、移住への意思決定

に活用できるツールである。 

［キーワード］移住、キャッシュフローシミュレーション、半農半 X、ライフプラン 

［担当］長崎県農林技術開発センター・研究企画部門・研究企画室 

［連絡先］（代表）0957-26-3330 

［区分］露地野菜 

［分類］普及 

［作成年度］2021 年度 

-------------------------------------------------------------------------------- 

［背景・ねらい］ 

 新型コロナウィルス感染拡大によって在宅勤務やリモートワークの普及が急速に進み、

感染リスクの高い都心部から地方への移住や二地域居住への関心が高まっており、令和元

年度の本県への移住者数は 1,479 名、相談件数は 8,807 件で、この５か年でそれぞれ 10 倍

以上増加している。 

 そこで、本県の家計支出や教育費等の統計値に基づく家計収支と必要な準備資金額の把

握、および新たなライフスタイル「半農半 X（半自給的な農業と他の仕事との両立）」のシ

ミュレーションができる、移住希望者向けのシミュレーションツールを開発した。 

 

［成果の内容・特徴］ 

 本研究で開発した移住シミュレーションツールの機能は以下のとおりである。 

１．家族構成および年齢、移住後の予定収入額、現在の貯蓄額、家計支出割合等を既定の

フォームに従って選択または入力することにより、移住後 10 年間のライフプランを含む

家計キャッシュフロー試算結果を表およびグラフで表示する（図１）。 

２．さらに自給的な営農についてシミュレートする場合には、農業に従事する人数や最大

従事可能日数と時間、および営農品目を選択することで、営農に必要な装備および初期

費用、さらに家計と営農を合算した５年間のキャッシュフロー試算結果を表示する。ま

た、年間農業作業時間を旬別にグラフ表示する（図２）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本ツールの使用には Microsoft Excel 2010 以降が必要である。  

２．家計支出および教育費の試算には以下の統計値から引用した。  

家計費_総務省：「家計調査_家計収支編（2020 年）」 

教育費（幼稚園～高校）_文部科学省：「平成 30 年度子供学習費調査」より所在

市町村の規模別のうち（５万人以上 15 万人未満）と（ 15 万人以上）の平均値 

教育費（大学）_日本政策金融公庫「教育費負担の実態調査（ 2020 年 10 月 30 日）」 

３．営農品目ごとの経営収支および作業時間の根拠データは長崎県農林業基準技術

のほか、県内生産者への聞き取り調査に基づき作成した。  

４．本ツールは、今春より当センターホームページ

（https://www.pref.nagasaki.jp/e-nourin/nougi/）からダウンロードできるよ

う準備を進めている。  



 

 

［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［その他］ 

研究課題名：産品づくり支援事業 

予算区分：国庫 研究期間：2021～2023 年度 研究担当者：池森恵子、山口祐子 

図１ 家計キャッシュフローシミュレーション 

図２ 営農を合算したキャッシュフローシミュレーション 


